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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和元年 ８月 ５日（月） 

 

２ 確認箇所 

・１／２号機共用排気筒（１／２号機開閉所前から確認） 

・№１危険物屋外貯蔵所（Ｂ） 

  

３ 確認項目 

（１）１／２号機共用排気筒解体工事の状況 

（２）№１危険物屋外貯蔵所（Ｂ）において発生した油漏えいの対応状況 

 

４ 確認結果の概要 

（１）１／２号機共用排気筒解体工事の状況について 

   ８月１日に開始された１／２号機共用排気筒解体作業の状況を確認した。 

   なお、８月２日は、気温の上昇が予想されることや作業者に体調不良者 

がでていることから作業が中止され、８月３日及び８月４日は休工となっ 

ており、本日から準備作業が再開された。 

・現地確認時には、２号機原子炉建屋西側ヤードにおいて、解体装置（筒 

身解体装置）の点検作業が行われていた。（写真１） 

 

 

 

（写真１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解体装置 
（筒身解体装置） 
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油混じり雨水が 

溜まっていたドラム缶 油混じり雨水が 

溜まっていたドラム缶 

油混じり雨水 

（２）№１危険物屋外貯蔵所（Ｂ）において発生した油漏えいの対応状況につ

いて 

   ８月４日に、№１危険物屋外貯蔵所（Ｂ）に保管されているドラム缶２

本で、蓋上部に溜まっていた油混じりの雨水がドラム缶周囲に滴下している

ことが発見されたことから対応状況を確認した。 

・滴下した油混じりの雨水は、当該ドラム缶の周囲に留まっており、漏え

い範囲が拡大している様子はなかった。（写真２） 

・東京電力の社員が、ドラム缶蓋上部に溜まっている油混じりの雨水を拭

き取る作業や、ドラム缶内の油を抜き取る作業を行っていた。（写真３） 

・確認した範囲では、当該ドラム缶２本以外に、蓋上部に油混じりの雨水

が溜まっているドラム缶やドラム缶周囲に油分が流出した形跡がある箇

所は見当たらなかった。 

 

 

（写真２） 

 №１危険物屋外貯蔵所（Ｂ）床面の

油混じり雨水の状況 

 

 

 

 

 

（写真３－１）拭き取りの状況     （写真３－２）油抜き取りの状況 

 

 

５ プラント関連パラメータ確認 

  各パラメータについて、異常な値は確認されなかった。 

 


